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随

想
乃
木
將
軍
が
經
驗
し
た
出
會
ひ

髙　

山　
　
　

亨

　

戰
前
・
戰
後
を
通
じ
西
洋
の
リ
ン
カ
ー
ン
、
東
洋
の
乃
木
と
い

は
れ
る
程
、
傳
記
出
版
物
の
多
い
乃
木
將
軍
の
最
も
一
般
的
な
評

價
は
「
武
士
道
最
後
の
實
踐
者
」
と
い
は
れ
て
い
る
。

　
「
乃
木
大
將
と
大
和
魂
」（
假
題
）
と
い
ふ
内
容
で
隨
想
を
と
の

依
頼
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
精
神
的
ル
ー
ツ
を
述
べ
る
こ
と
が
最
も

相
應
し
い
と
考
へ
、
表
題
の
如
く
、
乃
木
將
軍
の
人
生
最
高
の
出

會
ひ
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
み
た
い
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
が
昭
和
六
十
年
に
乃
木
神
社
宮
司

拜
命
の
折
、
故
葦
津
珍
彦
氏
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
話
を
伺
つ
た
中
で
、

「
乃
木
將
軍
は
、
日
露
戰
役
出
征
に
當
つ
て
、
乃
木
家
代
々
の
信

仰
で
あ
る
日
蓮
宗
よ
り
神
道
に
改
宗
さ
れ
た
。
そ
の
動
機
と
内
容

に
つ
い
て
、
深
く
考
究
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。」
と
い
ふ
ひ
と
つ

の
課
題
を
も
ら
ひ
、
そ
の
解
答
（
未
だ
眞
の
解
答
は
出
來
な
い
）
を

求
め
て
ゐ
る
時
、
乃
木
將
軍
と
加
藤
清
正
公
と
の
深
い
出
會
ひ
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
「
乃
木
傳
」
に
は
、
特
に
崇
拜
し
た
人
物
、
換
言
す
れ

ば
出
會
ひ
を
求
め
た
人
物
と
し
て
、
山
鹿
素
行
・
玉
木
文
之
進
・

吉
田
松
陰
・
楠
正
成
・
加
藤
清
正
が
共
通
し
て
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
と
の
出
會
ひ
の
中
か
ら
、
乃
木
將
軍
は
、
山
鹿
學

こ
そ
が
眞
の
學
問
で
あ
り
、
實
學
で
あ
る
と
考
へ
、
乃
木
將
軍
の

精
神
の
中
核
を
形
成
し
た
と
い
つ
て
間
違
ひ
な
い
。
山
鹿
素
行
は
、

そ
の
始
祖
で
あ
り
、
玉
木
文
之
進
・
吉
田
松
陰
は
、
こ
の
兵
學
を

繼
承
し
た
明
治
維
新
の
偉
大
な
志
士
で
あ
る
。
又
、
楠
正
成
は
、

明
治
維
新
の
志
士
に
共
通
し
た
シ
ン
ボ
ル
と
い
へ
る
。
と
こ
ろ
が
、

殘
る
加
藤
清
正
は
、
す
こ
し
ば
か
り
異
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
乃

木
將
軍
の
生
活
行
動
、
態
度
、
日
常
の
あ
り
方
に
お
い
て
一
番
の
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影
響
を
受
け
た
人
物
、
即
ち
清
正
公
こ
そ
が
、
乃
木
將
軍
の
眞
の

「
出
會
ひ
」
を
經驗

し
た
人
物
と
い
へ
る
。

　

乃
木
將
軍
は
生
涯
に
お
い
て
、
二
度
、
清
正
公
の
祭
典
を
奉
仕

し
て
ゐ
る
。
第
一
囘
目
は
、
西
南
役
の
翌
年
、
明
治
十
一
年
一
月

自
ら
が
祭
主
と
な
り
齋
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
西
南
役
で
の
田
原
坂
の

苦
戰
は
、
清
正
公
が
二
百
七
十
年
前
に
設
定
し
た
陣
地
戰
に
お
い

て
戰
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
乃
木
將
軍
と
し
て
は
、
清
正
公
の
偉
大

さ
を
嫌
と
い
ふ
程
思
ひ
知
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
、
難
攻
不
落
の
熊

本
城
は
、
そ
の
故
に
こ
そ
官
軍
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
い
へ
る
。

　

清
正
公
の
戰
術
眼
、
築
城
技
術
へ
の
感
服
、
感
謝
の
心
は
大
變

な
も
の
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
が
、
し
か
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で

は
あ
れ
ば
、
谷
干
城
司
令
官
こ
そ
、
こ
の
祭
典
を
主
宰
す
る
べ
き

で
あ
る
し
、
將
軍
も
こ
の
祭
祀
を
も
つ
て
終
り
と
し
て
し
か
る
べ

き
と
思
は
れ
る
。
し
か
る
に
、
明
治
四
十
三
年
三
月
十
三
日
、
再

び
清
正
公
の
三
百
年
祭
を
、
發
起
人
と
し
て
乃
木
伯
爵
を
始
め
、

谷
子
爵
、
樺
山
伯
爵
、
大
迫
子
爵
、
奧
伯
爵
、
清
浦
子
爵
、
細
川

侯
爵
等
、
又
、
幹
事
と
し
て
三
上
博
士
、
榊
原
少
將
、
小
笠
原
大

佐
等
と
、
錚
錚
た
る
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
築
地
の
水
交
社
に
お
い

て
盛
大
に
齋
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
實
質
的
に
、
か
つ
熱
心
に
奔

走
さ
れ
た
の
は
、當
時
學
習
院
院
長
と
し
て
皇
孫
殿
下（
昭
和
天
皇
）

の
御
教
育
に
あ
た
り
、
超
多
忙
の
身
で
あ
つ
た
乃
木
將
軍
な
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
そ
の
時
の
齋
主
を
私
の
祖
父
高
山
昇
が
將
軍
に
依
頼
さ

れ
て
奉
仕
し
て
ゐ
る
が
、 

こ
の
件
に
關
し
て
將
軍
と
祖
父
と
の
間

に
交
は
さ
れ
た
書
簡
が
數
通
殘
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
將

軍
の
熱
心
さ
が
大
變
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
祖

父
の
祭
典
式
次
第
に
對
し
、
祭
典
開
始
時
間
が
何
時
何
分
と
な
つ

て
ゐ
る
の
を
、
何
分
を
削
つ
て
丁
度
の
何
時
に
す
べ
し
と
か
、
發

起
人
の
列
擧
の
し
か
た
は
位
階
勳
等
順
で
は
な
く
、
イ
ロ
ハ
順
に

す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
細
部
に
い
た
る
ま
で
青
鉛
筆
で
加
筆
訂
正

し
て
ゐ
る
。
こ
の
訂
正
も
普
通
は
朱
筆
で
す
る
所
を
青
鉛
筆
で
と

い
ふ
配
慮
が
あ
る
こ
と
も
唯
々
感
心
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ

も
餘
談
で
あ
る
が
、
祭
典
當
日
蓄
音
機
を
用
意
し
、
發
起
人
の
聲

を
録
音
し
て
ゐ
る
。
將
軍
の
「
私
は
乃
木
希
典
で
あ
り
ま
す
」
と

い
ふ
少
々
早
口
の
一
聲
が
、
今
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
と
、
そ

の
部
分
だ
け
が
乃
木
神
社
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
同
時
に
祖
父

の
聲
も
殘
つ
て
ゐ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

さ
て
本
題
に
も
ど
る
が
、
前
年
明
治
四
十
二
年
三
月
に
は
清
正

公
は
從
三
位
を
追
贈
さ
れ
、
十
二
月
に
は
錦
山
神
社
三
百
年
季
祭

が
齋
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
式
典
に
、
自
ら
參
列
し
得
な
か
つ
た

乃
木
將
軍
は
、
特
に
清
正
公
の
御
番
鍛
冶
で
あ
る
胴
田
貫
作
の
太

刀
一
振
り
と
薙
刀
一
本
を
獻
納
し
て
ゐ
る
。

　

又
、
翌
四
十
四
年
に
は
ハ
ワ
イ
の
在
留
邦
人
の
懇
請
に
よ
り
、

加
藤
神
社
が
創
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
扁
額
を
贈
つ
て
ゐ
る
。
さ
ら
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に
清
正
公
名
護
屋
陣
内
の
古
材
を
集
め
た
り
も
し
て
ゐ
る
。
こ
の

や
う
な
清
正
公
へ
の
傾
倒
の
心
情
は
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
で
あ
ら

う
か
。

　

水
交
社
で
の
三
百
年
祭
に
あ
た
り
、
清
正
公
の
傳
記
出
版
を
企

畫
し
た
乃
木
將
軍
は
、
井
上
頼
圀
博
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
維

新
の
國
學
者
矢
野
玄
道
著
の
『
志し

基き

農の

玖く

賀が

陀だ

智ち

』
を
推
薦
さ
れ

る
。
こ
の
『
志
基
農
玖
賀
陀
智
』
の
中
、
加
藤
清
正
公
を
拔
粹
し

て
六
百
部
を
自
費
出
版
し
、
關
係
者
に
御
禮
と
し
て
贈
呈
し
て
ゐ

る
。
假
名
遣
ひ
、
事
實
の
訂
正
な
ど
、
井
上
博
士
か
ら
借
り
た
原

本
を
書
き
寫
し
、
朱
筆
で
綿
密
に
校
訂
さ
れ
た
も
の
が
乃
木
神
社

に
所
藏
さ
れ
て
を
り
、
當
初
は
こ
れ
を
出
版
、
贈
呈
し
や
う
と
さ

れ
た
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
玄
道
翁
の
原
作
と
相
當
異
な
る
こ

と
を
危
惧
し
て
、
原
書
の
ま
ま
の
出
版
と
な
つ
た
。

　

こ
の
乃
木
將
軍
校
訂
の
『
志
基
農
玖
賀
陀
智
』
を
再
讀
し
て
、

初
め
て
將
軍
の
清
正
公
に
對
す
る
熱
烈
崇
拜
の
情
が
理
解
出
來
た

の
で
あ
る
。

　

す
な
は
ち
、
兩
雄
の
性
格
、
心
情
、
出
處
進
退
が
極
め
て
似
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
生
き
寫
し
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

清
正
公
を
鏡
と
し
て
、
己
が
姿
を
寫
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
ほ
ど

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
兩
雄
の
酷
似
點
を
多
少
擧
げ
て
み
る
と
、
先
づ
第
一
に

大
變
な
政
治
嫌
ひ
で
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
の
元
勳
等
が
品

行
の
惡
さ
を
反
省
し
な
い
ば
か
り
か
、
決
し
て
彼
等
に
同
化
し
な

い
乃
木
將
軍
等
清
廉
派
を
忌
避
し
、
つ
ひ
に
は
將
軍
を
し
て
那
須

へ
の
隱
棲
行
動
を
と
ら
し
め
た
こ
と
が
二
度
程
あ
る
。
増
田
長
盛
、

石
田
三
成
の
態
度
に
對
す
る
清
正
公
の
立
場
、
又
、
そ
の
對
應
と

そ
つ
く
り
で
あ
る
。

　

又
、
部
下
に
對
す
る
愛
情
の
表
現
、
一
途
な
忠
誠
心
、
武
勇
心
、

常
に
戰
場
に
あ
り
と
の
日
常
の
生
活
態
度
、
あ
る
目
的
を
達
す
る

爲
の
よ
り
よ
い
方
法
手
段
を
發
見
す
る
進
取
の
氣
風
、
或
は
學
問

宗
教
に
對
す
る
眞
摯
な
態
度
等
々
こ
ま
か
く
考
證
す
る
ま
で
も
な

く
、
數
へ
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
兩
雄
の
人
生
觀
は
酷
似
し

て
ゐ
る
。

　

體
制
内
倫
理
と
し
て
完
璧
と
も
い
へ
る
清
正
公
は
、
徳
川
時
代

を
通
じ
て
武
士
道
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
武
士
の
鏡
と
評
價

さ
れ
て
ゆ
く
。
山
鹿
流
武
士
道
の
實
踐
的
完
成
者
と
も
い
へ
る
乃

木
將
軍
。
清
正
公
の
純
忠
で
誠
實
な
魂
は
、
乃
木
將
軍
の
琴
線
に

觸
れ
、
共
鳴
し
、
人
生
の
師
と
な
つ
た
と
い
へ
る
。

（
乃
木
神
社
宮
司
）




